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【目 的】Galectin-3は,C型 レ クチ ン受容 体の

一つで
,上 皮細胞 等の細胞 質 または膜 上 に発現 し

て いるが,細 胞 外へ分泌 され るこ ともある。本研

究 で は,Candidaに よ る歯 肉癌 上皮細胞Ca9-22

な らび に ヒ ト歯 肉線 維芽細胞 のgalectin-3放 出 を

検 討 した。

【方 法 】Candida albicans OH-1とCandida

parqpsilosis JCM1612は1%yeast extract含 有

サ ブローデキ ス トロー ス培地 で好気培養 後,PBS

で3回 洗 った。Ca9-22細 胞 をC．albicans(生 菌

MOI1,加 熱 死 菌MOI100)ま た は,C.

parapsilosisと 無 血清MEM培 地 で共 培養後,上

清 を回収 し,galectin-3放 出 をELIＳA法 で 定量

した。抑 制実験で は,サ イ トカ ラシ ンD(ア クチ

ン重合抑 制剤),LY294002(ボ ス フ ァチ ジル イ ノ

シ トール3リ ン酸(PI3K)抑 制 剤)ま た はALLN

(カ ル パ イ ン抑 制 剤)を 使 用 した。 同 細 胞 の

galectin-3発 現 はフ ローサ イ トメ トリーで調べ た。

【結 果 と 考 察 】1)Ca9-22細 胞 は,膜 上 に

galectin-3を 発 現 して い た。2)Candida無 添 加

で もgalectin-3の 放 出 は経 時 的 に起 き るが,C.

albicansを 加 え た方 が,よ り多 くのgalectin-3

がCa9-22細 胞 か ら 放 出 さ れ た。3)C.

parapsilosis添 加 で も,C.albicans添 加 時 と同

程 度 のCa9-22細 胞 によ るgalectin-3分 泌 がみ ら

れた。4)C.albicansに よ るgalectin-3の 放 出増

加 は,上 記3つ の抑 制剤で抑 制 され なか った こと

か ら,細 胞 骨格 関連 分子の活 性化 に非依 存で あっ

た。Galectin-3はC.albicansの 細 胞 壁 に含 まれ

る糖 に結合 して殺 菌 へ導 くが,LPSに も結 合 す

るの で,グ ラム陰性 菌の上皮細 胞へ の侵入 に関与

す る可能性 が考 え られ る。


